
 

 

復唱からの発見 
－言語症状の読み解き方－

講師 水田秀子先生（大阪市立大学医学部附属病院） 

「失語症」をテーマに特別セミナーを企画しました。臨床での疑問をど

のように発展させて研究を進め、訓練に活かす知見を得るのか、研究の

視点や過程を含め、言語症状の読み解き方について水田秀子先生にお話

しいただきます。失語症の臨床と研究の両面を学べる貴重な機会です。

どうぞご参加ください。 

 

 

■ 対 象     言語聴覚士  

■ 開催方法  オンライン（ZOOM） 

■ 定 員     250名 

■ 申込締切   2023年 5月 24日（水） 定員になり次第締切ります 

■ 申込方法   当研究会ホームページ 

または右記QRコードからお申し込みください． 

■  

 

 

失語症臨床で、患者さんを前にして、この失語はいったい？と考え、どうアプローチしていこうか

と思い巡らせるとき、復唱からどのような情報を得ているでしょう。復唱は、失語分類において大

きな指標とされているにもかかわらず、「できる」「できない」で終わっていないでしょうか。ある

いはまた、近年ワーキングメモリの概念がもたらされてから、復唱障害＝（言語性）STM の障害と

して片づけていないでしょうか。今回、復唱のどこをどのようにみていくか、そこからもたらされ

る知見の整理、またそこから得られる訓練への視点のヒントを一緒に辿っていければ、と思います。    

 

5/28(日) 

14:00～15:30 

2023 

参加費無料 
 


